
2024年度
奨学金のご案内

【看護学研究科】



奨学金の種類

○給付奨学金

返還の必要がない奨学金。家計・成績・面接等
で選考される（各奨学金の基準による）採用枠
があり希望者全員が採用されるとは限らない。

○貸与奨学金

在学中に借り、卒業・修了後に返還する奨学金。
奨学金により利子の有無・返還開始日・返還猶
予、免除の条件が異なる。申し込み時に保証人
を立てる必要がある奨学金が多い（必ず本人の
了承を得ることが必要）。



給付奨学金
【学内各種奨学金】本学卒業・修了生対象

〇聖路加国際大学特別奨学金

対象：①本学学部を卒業した者

②本学看護学研究科・公衆衛生看護学研究科を修了した者

③学校法人聖路加国際大学の正規職員として3年以上の勤務
経験を有する者

給付額：年額400,000円

※支給は原則入学年度のみ。他の奨学金との併用可

〇聖路加フェロー奨学金（給付奨学金）

対象：本学学部卒業生で、看護職として勤務している医療機関等を
休職または退職して進学した者

採用数：修士1年生 2名

給付額：年額600,000円×2年間

※他の奨学金との併用可



給付奨学金
【学内各種奨学金】

〇聖路加同窓会奨学金

対象：将来母校を大切にし、看護を通して社会に貢献したいと学業
に励む志を持つ者

採用数：大学院生1名

給付額：年額200,000円

※支給は在学中1回限り。他の奨学金との併用可

※採用者は年度末に学業状況報告の提出が必要

〇青木奨学金

対象：将来助産師として実践で活躍する、あるいは助産教育・研究
に携わることを目指す者

採用数：修士2年生 3名

給付額：年額300,000円

※他の奨学金との併用可



給付奨学金
【学外の主な奨学金】

〇丸和育志会奨学金（5～6月頃）

対象：有能な社会人に成長したいという意欲を強く持ち、将来社会
で活躍するために在学中に自己開発計画を実施しようとする志を持
つ学生。

推薦数：修士1年生 若干名

給付額：年額500,000円

〇守谷育英会奨学金（4月頃）

対象：学業・人物とも優秀であり学資の支弁が困難な者

給付額：月額150,000円（正規の修業年限まで）

その他、募集のお知らせがあり次第随時案内しています。



貸与奨学金
【日本学生支援機構】

≪春の募集（一次募集）≫

・貸与始期4月～

・新入生は入学時特別増額貸与奨学金（有利子）の申請
も可能

・前々年度（1/1～12/31）の収入情報により家計基準
が判定される

≪秋の募集（二次募集）≫

・貸与始期10月～

・前年度（1/1～12/31）の収入情報により家計基準が
判定される

・第二種のみの募集など、限られた種類のみの募集とな
る場合がある



貸与奨学金
【日本学生支援機構】

≪第一種≫

・無利子：返還の際に利子がつかない

・修士課程：5万円/8.8万円から選択可能

・博士課程：8万円/12.2万円から選択可能

・採用者は貸与終了時に後述「特に優れた業績によ
る返還免除」の申請も可能

≪修士月額88,000円を2年間借りた場合…定額返還方式の例≫

返還総額：2,112,000円

返還月額：12,571円

返還回数：168回（14年）



貸与奨学金
【日本学生支援機構】

≪第二種≫

・有利子：返還の際に利子がつく

・利率の算定方法（固定または見直し）を選択できる

・貸与月額5万円/8万円/10万円/13万円/15万円

から選択可能

≪月額150,000円を2年間借りた場合…定額返還方式の例≫

貸与総額：3,600,000円

返還総額：3,993,042円（利率1.005％（2023.11時点））

返還月額：16,637円（利率1.005％（2023.11時点） ）

返還回数：240回（20年）



貸与奨学金
【日本学生支援機構】

≪人的保証≫

・連帯保証人、保証人の選任が必要

・採用時に両名の署名・捺印・印鑑登録証明書

等の提出を求められる

≪機関保証≫

・保証機関の保証を受ける制度

・毎月の貸与月額から保証料が引かれ、振り込
まれる

・機関保証を選んでも返還するのは本人

・機関保証→人的保証への変更はできない



貸与奨学金
【日本学生支援機構】

特に優れた業績による返還免除について

・第一種貸与奨学金を受けた学生が応募できる

・貸与終了の年度に応募可能（修了年度ではない）

・募集期間：1月～2月頃（2023年度）

・貸与期間中に在学している課程での業績が対象

（例：博士課程の場合は修士での業績は認められない）

・学内の選考委員会で推薦され、機構で認定された場合

奨学金の全額または半額が免除される

・業績の例：学位論文・特定の課題の研究成果・

TA等の補助業務・ボランティア活動実績 など



日本学生支援機構奨学金
返還シミュレーション

日本学生支援機構のホームページで

返還のシミュレーションができます。

https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/

「特に優れた業績による返還免除」について
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/gyosek
imenjo/index.html

https://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/
https://www.jasso.go.jp/shogakukin/saiyochu/gyosekimenjo/index.html


貸与奨学金
【東京都看護師等修学資金】

≪募集時期≫

年一回、春の募集

≪応募資格≫

・修士課程対象 貸与期間2年間まで

・将来都内で看護業務に従事する意思があること（申込
書に盛り込む必要あり）。また卒業後引き続き5年以上
看護業務に従事する意思があること

・成績優秀かつ心身健全であること

・同種の修学資金を借り受けていないこと

・申請時の所得制限はないが、都の予算枠を超える場合
は所得の低いものから優先的に貸与される



貸与奨学金
【東京都看護師等修学資金】

≪貸与月額≫

2.5万円/5万円/7.5万円/10万円から選択

≪返還≫

・毎月返還・半年ごとの返還・一括返還から選択

・無利子

・貸与月額 2.5万円→月2.5万円ずつ返還

・貸与月額 5万円/7.5万円/10万円→月5万円ずつの返還

（貸与月額により返還期間が変わる）



貸与奨学金
【東京都看護師等修学資金】

≪返還猶予及び免除≫

卒業後、直ちに都内施設に従事し、

引き続き5年間従事した場合に

25,000円×貸与された月数

が免除される

卒業後、直ちに指定施設に従事し、

引き続き5年間または7年間従事した場合に

50,000円または75,000円（貸与月額を超えない額）

×貸与された月数

が免除される



貸与奨学金
【東京都看護師等修学資金】

都内施設：看護職員の確保が必要と認められる都内の200床以上の
病院・保健所・助産施設 等

例）聖路加国際病院 等

指定施設：看護職員の確保が特に必要と認められるとして東京都が
認めた施設

例）200床未満の病院・診療所・訪問看護ステーション 等

※貸与月額のうち、免除予定額以外は卒後半年後から返還開始

※都内施設・指定施設は原則、卒後すぐの就職先で判断される

※修了後の手続きは大学を通さず自ら行う

※従事期間が5年未満の場合、それまでに何年間従事していたとし
ても全額返還となる



貸与奨学金
【聖路加国際大学貸与奨学金】

≪応募資格≫

・学業、人物ともに優秀かつ健康であって、修学上経済
的に困難な事情があると認められた者。

・無利子、併用貸与可、募集人数は若干名。

≪貸与月額≫

修士：月額5万円

博士：月額10万円

≪募集時期≫

7月頃の予定



貸与奨学金
【聖路加国際大学貸与奨学金】

≪返還≫

修了後の4月から、貸与期間の3倍の年月で返還

返還例

○修士2年間（貸与月額5万円×24か月）貸与の場合

貸与総額：1,200,000円

返還額：初回月64,000円、2回目から月16,000円

返還期間：6年間（72か月）

○博士3年間（貸与月額10万円×36か月）貸与の場合

貸与総額：3,600,000円

返還額：初回月69,000円、2回目から月33,000円

返還期間：9年間（108か月）



貸与奨学金
【聖路加国際大学貸与奨学金】

≪緊急採用≫

・家計が急変した際、申請することで学費の半分または
全額の貸与を受けることができる。

・募集期間：随時

・卒業後の返還は通常の貸与と同様、卒業後の4月から
貸与期間の3倍の年月となる

・月に一度、近況報告書の提出が必要



貸与奨学金は
他の奨学金との併給が可能です

貸与奨学金を受けながら、条件に合った

給付奨学金に応募することもできます。

大学事務課学生係

給付奨学金に採用されたから
貸与奨学金の月額を減額しよう


